
世界水準のナショナルパークを目指す

伊勢志摩国立公園早春の便り
発行／（一財）伊勢志摩国立公園協会、三重県　編集協力／（有）伊勢文化舎　発行日／令和4年2月1日

毎年 11 月 2 0 日は伊勢志摩国立公園の日

石原円吉 いしはら・えんきち
〈1877～ 1973〉

英虞郡和具村（現在の志摩市志摩町和具）生まれ。家業
のかたわら政界に進出し、日本の水産業発展を牽引。伊
勢志摩の国立公園指定にも奔走した。伊勢志摩国立公
園協会初代会長。海の博物館創設者、同初代館長。
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伊
勢
志
摩
国
立
公
園“
２

日
目
か
ら
は
、一
般
参
加
を
募
っ

て
国
立
公
園
の
木
や
石
を
使
っ

た
工
作
や
ア
ー
ト
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
協
議

会
に
よ
る
、
志
摩
市
の
横
山
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
ク

ラ
フ
ト
体
験
の
出
張
版
。
参
加

者
ら
は
、
国
立
公
園
の
森
で
集

め
た
ど
ん
ぐ
り
や
木
の
枝
な
ど
を

材
料
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
立

て
や
ス
ト
ラッ
プ
作
り
を
体
験
。

　
３
日
目
は
、
国
立
公
園
各
地

の
浜
や
河
原
か
ら
集
め
た
石
に

絵
を
描
く
「
石
の
お
絵
描
き
」

の
体
験
で
、
鳥
羽
市
の
中
学
校

で
美
術
講
師
を
す
る
上
村
ひ
か

る
さ
ん
が
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
フ
ト
体
験
に
参
加
し
た
女

性
は
「
こ
ん
な
に
格
好
良
く
で

き
る
と
は
」
と
作
品
を
気
に
入

り
持
ち
帰
って
い
ま
し
た
。

　石原円吉賞は例年7月頃募集を開始し、伊勢志摩国立公
園の指定日（11月20日）に合わせて表彰式を行います。伊勢
志摩国立公園の最大の魅力は、人と自然の関わりを感じられる
ところであり、今後も同国立公園の保全や活用に取り組み、魅
力ある地域づくりを行っている方々の活動にスポットを当てていき
ます。推薦の受付・表彰式については、詳細が決まり次第案
内させていただきます。皆さまの推薦をお待ちしています。

鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が

海
の
玄
関
口
に
移
転

　

国
立
公
園
利
用
者
の
案
内
所

と
な
る
鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
令
和
３
年
９
月
12
日
に

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移

転
し
ま
し
た
。

〈候補者の推薦〉
　公募により行います。表彰の対象者は、長年、 伊勢志摩国立
公園の地域文化の継承や適正な活用の推進、動植物の保護など
を 行っている方やグループ・団体です。（若干名） 推薦書は、伊勢
志摩国立公園協会のホームページ（アドレスは左下）で入手できます。

　

市
営
定
期
船
や
遊
覧
船
の
乗

客
が
集
ま
る
１
階
の
一
角
に
事

務
所
と
窓
口
を
構
え
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
棚
を
設
置
。
鳥
羽
湾
に

生
息
す
る
ス
ナ
メ
リ
の
実
寸
大

模
型
と
鳥
羽
海
上
保
安
部
の
巡

視
艇
「
い
せ
ゆ
き
」
の
10
分
１

模
型
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
す
る
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
協
会
の
滋
野
峻
事
務
局
長
は
、

「
離
島
観
光
の
案
内
も
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
定
期
船
を
待
つ

時
間
に
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

年
中
無
休（
年
末
年
始
を
除
く
）

で
営
業
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
。

記
念
イ
ベン
ト

ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
体
験
＆

石
の
お
絵
描
き
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伊
勢
志
摩
国
立
公
園
ニ
ュ
ー
ス

News
26
コ
ー
ス
を
手
軽
な
一
冊
に

『
歩
い
て
伊
勢
志
摩
』発
行

　

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
は
、

令
和
３
年
11
月
、
国
立
公
園
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
歩
い
て
伊
勢
志
摩
』
を
発
行
し

ま
し
た
。
国
立
公
園
指
定
75
周

年
事
業
の
一
つ
。

　

文
化
と
景
勝
に
恵
ま
れ
た
神

宮
御
園
〜
名
勝
二
見
浦
や
、
太

平
洋
の
絶
景
を
拝
め
る
船
越
〜

麦
埼
灯
台
な
ど
26
コ
ー
ス
を
収

録
し
、
所
要
時
間
も
記
載
。
地

図
と
歩
く
流
れ
に
沿
っ
た
文
章

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
５
版
72
ペ
ー
ジ
、千
円
（
税

込
み
）。
鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
販
売
中
。

問
い
合
わ
せ
先

鳥
羽
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
９-

２
５-

２
３
５
８

News

第5回石原円吉賞推薦 今年7月募集開始！ 

（一財）伊勢志摩国立公園協会
〒517-0011　三重県鳥羽市鳥羽１丁目2383-51　鳥羽マリンターミナル１階
TEL&FAX.0599-25-2358
MAIL　ise-shima@ise-shima.or.jp
HP　 https://www.ise-shima.or.jp/ 

三重県農林水産部みどり共生推進課
〒514-8570 三重県津市広明町13番地
TEL.059-224-2627　FAX.059-224-2070
MAIL　midori@pref.mie.lg.jp 

お問い合わせ先 >>>

第4回

石
原
円
吉
賞
に
２
団
体
１
名

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
晴
れ
の
舞
台

横
輪
町
活
性
化
委
員
会

鳥
羽
恐
竜
研
究
振
興
会

山
川
芳
洋
氏

　
伊
勢
志
摩
の
国
立
公
園
指
定
か
ら
75
周
年
を
迎
え
、
恒
例
の

イ
ベ
ン
ト〝
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
Ｂ
ｉｒ
ｔ
ｈ
ｄａｙ
！
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
〞が
、
令
和
３
年
11
月
19
日(

金)

〜
21
日(
日)
、
鳥
羽
市
の

鳥
羽
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
第
４
回
石
原
円
吉
賞
表
彰
式
と
記
念
講
演
、

お
よ
び
記
念
イ
ベン
ト
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

山川芳洋氏

記念イベントの「石のお絵描き」

鳥羽恐竜研究振興会 横輪町活性化委員会

賞状を手に記念撮影する受賞者と関係者、来賓者、山本会長（後列左から2番目）

　

今
年
度
で
４
回
目
と
な
っ
た

石
原
円
吉
賞
（
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
協
会
の
主
催
）。
今
回
は
、

伊
勢
市
の
横
輪
町
で「
横
輪
桜
」

な
ど
の
町
の
魅
力
の
発
信
や
直

売
所
の
運
営
に
務
め
て
い
る
横

輪
町
活
性
化
委
員
会
、
鳥
羽

市
の
「
ト
バ
リ
ュ
ウ
」
化
石
発
見

地
の
保
護
や
調
査
、
広
報
活
動

を
し
て
い
る
鳥
羽
恐
竜
研
究
振

興
会
、
志
摩
市
で
海
女
の
木
彫

り
彫
刻
を
作
り
続
け
、
志
摩
地

方
の
歴
史
民
俗
文
化
の
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
山
川
芳
洋

氏
の
、
２
団
体
１
個
人
が
栄
え

あ
る
円
吉
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
関
係
者
や
来
賓

約
30
人
が
出
席
し
、
山
本
教
和

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
会
長

か
ら
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
並
び

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
戦
後
初
の
国
立

公
園
指
定
の
実
現
に
力
を
尽
く

し
た
志
摩
市
出
身
の
政
治
家
石

原
円
吉
（
１
８
７
７
〜
１
９
７
３
）

の
志
を
継
承
し
、
同
国
立
公
園

の
地
域
文
化
の
継
承
、
適
正
な

活
用
、
動
植
物
の
保
護
、
美
化

な
ど
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
表
彰
式
と
記
念
講
演

が
初
日
に
行
な
わ
れ
、
２
日
目

と
３
日
目
に
は一
般
参
加
者
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

※

受
賞
者
の
活
動
と
喜
び
の
声
と

記
念
講
演
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

『歩いて伊勢志摩』の表紙

クラフト体験で写真立てを作る子どもたち石のお絵描きでは７つの採集地で拾った石が並んだ

石のお絵描きの参加者たちと講師の上村さん（左端）

移転した鳥羽ビジターセンター

記
念
イ
ベ
ン
ト
も
盛
況
！



　

志
摩
市
出
身
で
三
重
県
職
員

時
代
か
ら
独
学
で
彫
刻
を
始

め
、
主
に
等
身
大
の
海
女
の
木

彫
を
1
6
0
体
以
上
、
制
作
し

て
き
ま
し
た
。
日
展
入
選
は
８

回
を
数
え
ま
す
。作
品
は
鳥
羽
・

志
摩
両
市
の
観
光
施
設
な
ど
に

提
供
し
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
志
摩
半
島
の
祭
り
や

歴
史
の
研
究
に
も
努
め
、
平
成

28
年
に
書
籍
『
鳥
羽
志
摩
の
國

民
俗
歳
時
記
』
を
出
版
。
国

立
公
園
内
で
伝
統
行
事
の
休
止

が
相
次
ぐ
中
、
貴
重
な
記
録
と

な
って
い
ま
す
。

70
歳
を
迎
え
た
現
在
も
精
力

的
に
ノ
ミ
を
振
る
い
、
郷
土
研

究
に
も
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

受
賞
者
ス
ピ
ー
チ
で
山
川
氏

は
、
自
身
の
彫
刻
作
品
に
つ
い

て
「
60
、
70
歳
の
実
際
に
多
い

海
女
さ
ん
が
モ
デ
ル
。
年
配
の

方
の
ほ
う
が
経
験
や
喜
怒
哀
楽

の
幅
が
広
が
る
」
と
説
明
。
さ

ら
に
、「
海
藻
、
ア
ワ
ビ
、
祭
り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
海
女
を
切
り

口
に
し
て
話
せ
ま
す
。
海
女
は

　

横
輪
川
が
流
れ
る
伊
勢
市
横

輪
町
で
、
過
疎
化
が
進
む
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
活
動
し

て
い
た
住
民
有
志
た
ち
が
、
平

成
18
年
に
同
会
を
設
立
。
本
年

度
の
委
員
は
、
住
民
全
員
の
65

人
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
会
が
申

請
し
て
新
品
種
に
認
定
さ
れ
た

横
輪
桜
や
ホ
タ
ル
と
いっ
た
地
域

資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

催
し
、
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
交
流
施
設

”郷
の
恵
「
風
輪
」“
を
運
営
し

地
場
産
品
の
販
売
も
し
て
い
ま

す
。
特
産
の
山
芋
「
横
輪
芋
」

は
官
民
で
協
力
し
て
、
生
産
、

商
品
化
、
販
売
を
手
が
け
る
六

次
産
業
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
防
風
用
石
垣
の
景

観
保
全
や
川
遊
び
を
通
じ
た
環

境
教
育
な
ど
、
官
民
で
連
携
し

た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
発
足
時
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
上
田
和
夫
会
長
と
岡
康

弘
理
事
が
出
席
。
上
田
会
長
が

「
地
域
の
宝
物
を
探
し
て
き
ま
し

た
。
春
は
横
輪
桜
、
夏
は
川
遊

び
、
秋
は
横
輪
芋
が
中
心
。
後

世
に
残
り
継
続
で
き
る
形
で
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

審
査
委
員
を
代
表
し
て
、
櫻

井
治
男
皇
學
館
大
学
名
誉
教

授
が
講
評
を
発
表
。「『
地
域
に

光
を
当
て
る
』
で
は
な
く
『
地

域
の
光
を
外
に
出
す
』
と
い
う

活
動
で
あ
る
の
が
印
象
深
い
」

と
語
り
、
見
習
う
べ
き
地
域
起

こ
し
と
し
て
讃
え
ま
し
た
。

海女の彫刻作品を制作する山川さん

こ
の
地
域
の
代
表
選
手
と
思
って

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

櫻
井
氏
は
、
山
川
氏
の
彫
刻

が
地
元
の
ク
ス
ノ
キ
を
材
料
に

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
浜
島
地

区
の
楠
御
前
八
柱
神
社
が
あ
る

地
域
で
は
、
楠
と
い
う
字
を
付

け
る
と
長
生
き
す
る
伝
承
が
あ

る
」
こ
と
に
関
連
付
け
、「
ま

す
ま
す
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

化
石
採
集
で
子
ど
も
た
ち
の
目
が
輝
く

大
き
な
夢
を
与
え
る
場
所

　

平
成
８
年
夏
に
鳥
羽
市
安
楽

島
町
の
砥
浜
海
岸
で
国
内
最
大

級
の
草
食
恐
竜
「
ト
バ
リ
ュ
ウ
」

の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
の
を
機

に
、
同
年
12
月
に
発
足
。
現
在

は
役
員
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
５
人
を

合
わ
せ
た
約
50
人
で
活
動
中
。

　

化
石
発
見
現
場
で
の
専
門
家

に
よ
る
学
術
調
査
の
支
援
を
は

じ
め
、
修
学
旅
行
や
地
元
児
童

ら
の
体
験
学
習
（
化
石
採
集
会
）

の
案
内
、
看
板
整
備
や
草
刈
り
、

な
ど
、
幅
広
く
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
同
10
年
に

同
所
で
発
見
さ
れ
た
イ
グ
ア
ノ
ド

ン
類
の
恐
竜
足
跡
化
石
の
発
掘

場
の
保
護
が
大
き
な
課
題
で
、

メ
ン
バ
ー
が
手
作
業
で
蛇
篭
を
積

む
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
団
体
で
の
利
用
が
増

え
、
観
光
誘
致
の
面
で
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
か

ら
は
、
鳥
羽
１
丁
目
の
門
野
幾

之
進
記
念
館
に
発
掘
し
た
化
石

や
資
料
を
集
め
て
「
鳥
羽
恐
竜

展
」
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
に
は
、
寺
田
直
喜
会

長
と
山
下
直
樹
事
務
局
長
が
出

席
。
寺
田
会
長
が
、「
海
岸
近

く
で
化
石
採
取
が
で
き
る
の
は

全
国
で
も
少
な
く
、
小
さ
な
二

枚
貝
の
化
石
一つ
を
見
つ
け
て
も

子
ど
も
た
ち
の
目
は
輝
き
ま
す
。

大
き
な
夢
を
与
え
る
場
所
で

す
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
氏
は
、「
研
究
振
興
会

と
銘
を
打
ち
、
そ
の
点
を
し
っ

か
り
押
さ
え
て
い
て
あ
り
が
た

い
」
と
述
べ
、
学
術
面
で
の
貢

献
を
強
調
し
ま
し
た
。

な
い
も
の
を
ね
だ
る
よ
り
︑

あ
る
も
の
を
探
す

ク
ス
ノ
キ
か
ら
彫
る
等
身
大
の
彫
刻

海
女
は
こ
の
地
域
の
代
表
選
手

山
川
芳
洋
氏（
志
摩
市
）

海
女
の
彫
刻
制
作
と
鳥
羽
・
志
摩
の
民
俗
文
化
研
究

2021

石原
円吉賞

横
輪
町
活
性
化
委
員
会（
伊
勢
市
）

地
域
住
民
に
よ
る
自
然
や
文
化
の
発
掘
・
活
用

2021

石原
円吉賞

鳥
羽
恐
竜
研
究
振
興
会（
鳥
羽
市
）

恐
竜
化
石
発
掘
現
場
の
保
護
と
活
用

2021

石原
円吉賞

Ise-Shima National Park

　
石
原
円
吉
賞
の
表
彰
式
に
先
立
ち
、
第
３
回
同
賞
を

受
賞
し
た「
島
の
旅
社
推
進
協
議
会
」の
山
本
加
奈
子

氏
を
招
い
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コロナ禍前で賑わった平成30年の横輪桜まつり（横輪町活性化委員会提供）

上田会長（左）と理事の岡康弘さん

横
輪
桜
︑
川
遊
び
︑
横
輪
芋―

―
地
域
の
宝
物
を
探
し
て
後
世
に
残
す

答志島の大間の浜で遊ぶ修学旅行生（島の旅社提供）

横輪町活性化委員会
鳥羽恐竜研究振興会
山川 芳洋氏

記
念
講
演　
第
３
回
石
原
円
吉
賞

島
の
旅
社　
山
本
加
奈
子
氏

I s h i h a r a  E n k i c h i  A w a r d

受
賞
者
の

活
動
と

喜
び
の
声

寺田会長（左）と山下事務局長

化石発掘現場でのガイド
（鳥羽恐竜研究振興会提供）

山川さん（左）と妻の美代さん

修学旅行生からの感謝の手紙を手に
講演する山本さん

　

島
の
旅
社
事
務
局
長
で
、
答
志
島
の
観

光
客
を
案
内
し
て
い
る
山
本
加
奈
子
氏
が

登
壇
。
島
旅
の
魅
力
と
、「
豊
か
な
自
然
、

島
の
人
た
ち
が
長
い
年
月
を
か
け
て
作
っ
て

き
た
も
の
が
博
物
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す

る
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
本
氏
は
、
大
阪
出
身
で
結
婚
を
機
に

答
志
島
に
移
り
約
二
十
年
と
自
己
紹
介
。

当
初
は
高
齢
者
が
働
く
姿
を
あ
ち
こ
ち
で

見
て
戸
惑
っ
た
も
の
の
、「
元
気
で
あ
れ
ば

人
に
求
め
ら
れ
る
の
は
素
敵
な
こ
と
」
と

考
え
を
改
め
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
夏
期
に
答
志
島
近
く
の
無
人

島
に
送
迎
し
て
実
施
し
て
い
る
磯
観
察
の

ツ
ア
ー
「
浮
島
水
族
館
」
に
つ
い
て
語
り
、

船
を
乗
り
継
ぐ
手
間
が
あ
り
野
外
な
の
で

天
候
に
左
右
さ
れ
る
が
、「
鳥
羽
の
水
族

館
よ
り
も
高
い
料
金
な
の
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
好
評
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
児
童
ら
が

島
の
路
地
を
散
策
し
た
り
、
海
女
と
交
流

し
て
潜
水
用
の
重
り
を
着
用
し
た
こ
と
な

ど
を
語
り
、「（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
）
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
便
利
に
な
っ
た
け

ど
、
島
で
な
い
と
で
き
な
い
体
験
は
た
く
さ

ん
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

観
光
客
用
ト
イ
レ
の
数
な
ど
設
備
の
不

十
分
は
認
め
つ
つ
、「
な
い
も
の
を
ね
だ
る

よ
り
、
あ
る
も
の
を
探
す
」
の
が
大
切
と

主
張
。
最
後
に
”じ
ん
じ
ろ“
車
を
押
し
な

が
ら
笑
顔
で
路
地
を
歩
く
女
性
た
ち
の
姿

を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
「
人
、
絆
、
食
、
風
景
、

そ
れ
ぞ
れ
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
へ
の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

と  

は
ま

さ
と

め
ぐ
み

く
す  

ご  

ぜ
ん
や
は
し
ら

ふ
う
り
ん

第4回 石原円吉賞
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